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米山学友は、米山記念奨学事業の長年の

成果です。世界各国で母国の発展と日本

との相互理解のために活躍しています。

はじめに

25,000人を超える学友

■：奨学生・学友の出身国・地域

2



米山学友会
とは

米山奨学金を受けた元奨学生（学友）で構成している組織です。

奨学期間が終わってからも交流を続けるために活動を行ってい
ます。現在は日本国内だけでなく世界中に広がっています。

世界の学友２０２６年時点で２５，４９８名

１３０以上の国・地域

学友会の活動内容は

・ロータリークラブとの交流

・奨学生へのアドバイスや指導

・社会奉仕活動

・ビジネス交流等



日本国内33
(北海道のみ

2地区で１つ)

米山
学友会

2009 中国
1983 台湾

1989 韓国

2012 タイ

2013 ネパール

2014 モンゴル

2016 スリランカ
2016 マレーシア

2017 ミャンマー

日本国内33
(北海道のみ

2地区で１つ)

2023 ベトナム南



台湾
米山学友会

日本人への奨学金16年目、累計61人支援。
日本留学推進活動も。12月8日に総会開催。
理事長：林志昇→蘆本文へ。 107名参加



韓国
米山学友会

韓国でも！日本人への奨学金 9年目。累計57人
を支援。11月16日総会。韓日親善会議で朴在
泳(ﾊﾟｸ ｼﾞｮﾖﾝ）会長がスピーチ。



中国米山学友会(上海分会)

（大連支部）

1月11日総会 関美玲さんが新会長。
自閉症の子どもたちへの支援活動。自
然に触れる機会を提供。



タイ
米山学友会

2012 年に４番目の海外学友会として発足。

2月2２日、総会開催。
・32人参加
・8月中旬に発生したタイ北部での
大雨・洪水について、学友会が

取り組んだ奉仕活動について紹介
・ワラウット会長の後任となる会長選挙でペチニン ナレ

スさん
（1994-96／越谷ＲＣ）が会長となった。



ネパール
米山学友会

・2013 年に５番目の海外学友会として発足
・2015年ネパール大地震で日本から寄せられた義援金を基金
として、これまでに30人以上の子供たちに奨学支援を実施。



モンゴル
米山学友会

2014 年に6 番目の海外学友会として発足。
24 年7月創立10 周年式典を開催。障害児の
歯科健康支援プロジェクトを開始。



米山学友設立の日本式教育学校を天皇陛下が訪問

7月10日、モンゴルを公式訪問中の天皇

陛下が、同国国会議員を務める米山学友

のジャンチブ・ガルバドラッハさん

（1998-99／山形北RC）が日本式教育

を導入して設立した「新モンゴル学園」を

訪問されました。

当日、同学園の学生・教職員代表らが日

本語での校歌合唱などで天皇陛下を歓迎

しました。



天皇陛下は、日本の教育制度がモンゴルの役に立っていること、

多くの卒業生が日本留学を終えて帰国し、母国の発展のために

努力しているという話に対して、喜びの意を表されたそうです。

米山学友設立の日本式教育学校を天皇陛下が訪問



2025年7月10日
読売新聞夕刊にて



2016 年に７番目の海外学友会と
して発足。
スリランカ在住と日本在住の学友
で学友会を構成している。
8月に総会をコロンボでハイブリッドで開催。
・能登半島地震チャリティーカレーイベントを福島学友会
と新潟学友会と共催。

・ビーチクリーンプロジェクトに参加。

スリランカ
米山学友会

2026年5月
創立10周年



マレーシア
米山学友会

2月15日ハイブリッドで総会開催。35人が参加
会長：黄建榮(ン・ケアン・エン)さん（室蘭東ＲＣ）

・「学友会の活動テーマは『教育』である」とし、
日本留学を希望するマレーシア学生のサポートに
力を入れている。小児医療機関への寄付など、重点的に力を入れている

活動を紹介。
・マレーシアにあるロータリークラブを訪問し、米山記念奨学金の支援を受けた

マレーシア人留学生が累計で1,000人を超えることをアピールし、今後学友会
との

協働を打診するなど、現地のロータリークラブとの連携を模索している」

2026年3月
創立10周年



マレーシア米山学友会
創立１０周年総会
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ミャンマー
米山学友会

6月22日、ミャンマー米山学友会の第5回総会がオン
ライン開催。学友7人とロータリー会員2人が出席。
会長のティン ティン カインさん（2014-15／岸和田RC）
から、「現地は不安定な社会情勢が続いているため、
活動が制限されていること、参加を躊躇する学友が増えているという報告があ
った。
しかし、その中でもできる限りの活動をしたいという強い思いで、田中作次奨
学金の給付活動と国内小中学校への物資支援（教科書、スクールバック、お米
等）を継続している。
今後の活動について議論された結果、初代会長のタン シン ナインさん（2003-
05／東京調布RC）は「学友会活動は、ミャンマーの将来をつくる活動なので、
やめることはできない。今集まっている学友でできる限りのことをしていきた
い」として、動ける学友で活動を継続していくこととなった。



海外学友会１０番目の
学友会となる。

・２０１５年から学友グループを結成し、ホーチミンを中心に
定期的に奉仕活動を実施してきた

・２０２３年５月 正式に発足
・２０２４年３月 設立記念式典開催

ベトナム南
米山学友会



ベトナム南米山学友会奉仕活動



米山記念奨学事業の成果である学友たちが、

自発的に築いた国際的ネットワークによって、

2017年から2年ごとに開催

米山学友による世界大会

学友会・学友の交流の場
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第４回

2026年



2026年12月4日～6日

12月4日：前夜祭

12月5日：式典＋ディナーパーティー

12月6日：文化体験バスツアー

台湾北部（予定）

大会の概要

台湾米山学友会



米山学友とは・・・

小沢一彦 元米山奨学会名誉理事長のことば

「学友は奨学事業の財産」



ご清聴 有難うございました
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